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 8月6日に天王寺区のNPO法人精神障がい者支援の会ヒットに伺い事務局長の芦田邦子

さんに話を聞く。 

 退院者及び在宅の当事者が今の生活から一歩進んで地域の中で生活する場として当事者

の状態に応じた居場所を色々な形式の複合施設を運営されている。 

 視察させていただいた「むつみ工房」は一般就労を希望する人に対して、手作り弁当を製

造・販売を通じて一般就労に向けた訓練をやっている。 

 「あしすと」は自分のペースで作業したい人や、一般就労への準備を希望する人に対して

軽作業や清掃など行っている 「トータスハウス」は地域に愛される"街の喫茶店"を運営し

ていて、調理、食器洗い、店内の清掃など様々な作業を当事者が行っている。常連のお客さ

んも多くふれあいが魅力になっていて当事者も状態によっては気軽に過ごせてスタッフの

当事者とお互いに支え合うことが出来る居場所になっている 

 また、注目すべきは、ピアヘルパー事業で、当事者のヘルパーが当事者であるユーザーの

日常生活支援や外出の同行支援を行う。 

 ピアサポート事業は退院支援に関して入院患者に対

する支援を行っている。 

 施設のある 3区の当事者会（せせらぎクラブ）が行っ

ている電話相談・交流会も支援している。 

 精神障がい者"語り部"事業（精神障がい当事者による

出張事業）は、当事者が講師として学校等を訪ねて、自

らの病気の体験や生活の様子を語ることで社会貢献に

なり自信と誇りを快復させることが出来、病気になった

ことを悲観するのでなく積極的に受け入れて、経験を伝

えることで前向きに生きることが出来、ギャラも貰える

ので一石二鳥三鳥になると当事者は喜んでいる。 

 最後に、自分たちの始めた事業を独自に国の事業に合

わせて事業展開している、と芦田さんから話を聞く。 

 

 8 月 7 日に池田市の精神障がい者地域活動支援センター咲笑（さくら）の管理者・野田

美紗子さんに話を聞く池田市といえば大阪教育大学付属池田小学校事件があり地域の精神

障がい者にとって非常に不安な状況での生活になっていたときに、倉田薫市長が「通うとこ

もなく孤立することが問題で、居場所を増やすことが事件を防ぐことにも繋がる」という考

えから地域で活動支援センター設立を目指しているときだったので前倒しで援助する英断

をくだされる。 

 ここの特徴は、作業や拘束される時間などなく自由に過ごすことのできる居場所であり、

活動はいずれもメンバーの提案で行い、サービスを受ける側、サービスを提供する側になっ

たりしながらマンパワーを発揮することで運営されていて、メンバーの痒いとこに手が届く

支援センターであることを感じる。 

 土曜・日曜も開設し、メンバーが行くとこが無い状態を避けるために他の施設が休みの時



に開設して他が休みでない時に休む、正月１～3日だけ連休している。その時もおせちを作

ってメンバーが食べるのだけは困らないように配慮している。 

 センターで食事サービスがある事で一人暮らしの方に

は重宝されていて、一人で食べるよりも皆でにぎやかに

喋りながら食べる食事を提供している。 

 洗濯サービス・入浴サービス・散髪サービス・モーニン

グサービスなど生活に密着したサービスを提供すること

でメンバーも気軽に来ることが出来る環境を提供してい

る。 

 セルフヘルプ活動は、メンバーが企画し運営している

パソコン教室は当事者に教えたり他の障害者に教えたり

している。DVDの上映会も企画上映したりしている。 

 情報収集・広報活動は、センター咲笑のホームページ

はメンバーが「仲間の役に立つように」というコンセプ

トで制作更新している。 

 ヘルパー事業は、同じ当事者に材料の買い物、料理、掃除、裁縫、洗濯、見守りなどゆっ

たり支えている。 

 出前事業は、学校などに行き自分の病気や生活の体験を話して早期発見、早期治療の大切

さを話している。 

 退院促進事業は、入院している患者さんのとこに出向き自分たちの生活をビデオに撮った

りしたのを見せることで退院を進める。「街でこんなに楽しく暮らせる」「この病気になって

も笑えるんや」という反応の言葉があり、退院を目指す方もおられるので、今度は具体的に

退院を希望される方をサポートしていく。 

 スタッフがやりすぎないで、メンバーの意見を聞いてマンパワーを発揮させることに力を

注いでいる、と最後に野田さんが話される。 

 

 どちらの施設もスタッフのセンスがとてもよく、メンバーと共に作り上げて行くという意

思が感じられ、支援のあり方がメンバーのモチベーションを高めることを優先したプログラ

ムであると感じられた。また、当事者の希望を活かすことを最優先にスタッフが伴走者とし

て共に歩んでいる活気のある支援センターでした。 


